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鉱物資源図と鉱物資源デｰタ(2)

一鉱物資源情報の数値化一

吉井守正1㌧内藤一樹1㌧須藤定久1}

1｡はじめに

前回にお話したように地質調査所では,国内の

各種の鉱物資源の情報を｢日本鉱産話｣のシリｰズ

などにまとめるとともに,各種の分布図を出版して

きました.これらを出版するためには,個々の鉱床

の位置･地質･鉱床の規模･鉱石や鉱物の性質･

資源としての価値などさまざまな情報を調べるとい

った,地道な努力の積み重ねが必要なことは言う

までもありません.

従来の鉱物資源図は,その出版が最終目的であ

ったために,そこに結集されたデｰタ自体を後から

再利用することまでは考えていませんでしたし,ま

たできませんでした.しかしパソコンが急速に進歩

したお陰で,一度入力した鉱床の情報をさまざまな

形に加工しデｰタベｰス化して,簡単に図面又は

画面に描いたり,解析的研究に役立てたりできる

幸うになりました.

このような新時代の鉱物資源分布図の草分けと

して,須藤ほか(1992)による｢日本及び近隣地域鉱

物資源図｣が出版されました(第1図).また1996年

度には新シリｰズ｢鉱物資源図｣(50万分の1)の第

1号｢北海道東部･西部｣(成田ほか,1996)が刊行

されました.続いて1997年に｢東北｣(須藤･五十

嵐,1997)が発行され,今世紀中に全国がカバｰさ

れる予定になっています.

では,資源情報のデｰタベｰス化もにらんだ,新

しい鉱物資源図がどのようにして作られるのか,こ

れから順次お話します.今回は主としてデｰタの数

値化について,あらましを述べましょう.

2｡鉱物資源図とは

鉱物資源図とは,その地域に賦存する鉱物資源

を,その種類や大きさ,形,タイプ,形成年代など資

源の概要が一目でわかるように,地質図の上に表

示した分布図です.

私たちのまわりではさまざまな分布図が使われ

ています.例えば,社会科の地図帳には,各地の

人口分布図が載っています.地図上は口の少ない

村は小さな点で,また大都市は大きな丸で示され

ており,人口の分布状況が一目瞭然です.さらに複

雑な情報をわかりやすく表示するには,色や図形

を変えるなど,より複雑な表示方法が必要となって

きます.

分布図の一種である鉱物資源図の場合は,表示

要素が多く,かなり複雑な分布図と言えるでしょう.
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第1図.500万分の1日本及び近隣地域鉱物資源図の一部.

1)地質調査所資源エネルギｰ地質部

キｰワｰド:鉱物資源.鉱床,分布図.数値化､パソコン,プロット,

デｰタベｰス
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2.1資源情報の内容

資源図に表示される情報にはどんなものがある

のでしょう.鉱床の概要が一目でわかるには,何と

いう資源が,どこに,どんなカタチで,どのくらいの

規模で存在するか,またいつの時代に生成したか,

などの情報が必要です.

少し具体的に列記してみると,次のような項目が

挙げられます.

(1)鉱床の名称(番号)

(2)所在地(都道府県…)

(3)位置(緯度･経度)

(4)資源の種類…金,銀,銅,鉄,石灰石,珪砂,

耐火粘土など

(5)鉱床の形態…脈状､層状､塊状など

(6)鉱床のタイプ…堆積性,熱水性など

(7)生成時代…古生代,中生代,第四紀など

(8)規模…大,中,小など

鉱物資源図では,これらのうち(4),(6),(7),(8)

の4つの要素を1つのシンボルで,また(1),(4)は

その添字でそれぞれ表示しますので,かなり複雑

な分布図ということができます.

2.2鉱物資源図の編集作業

このような鉱物資源図を作る作業の手順は,(1)

鉱床に関する情報収集,(2)集まったデｰタの整

理,(3)分布図の下書き,(4)製図･印刷,となりま

す.

(1)鉱床に関する情報収集

上に述べた情報のうち,鉱床の所在地･名称･鉱

床の形態･タイフ･生成年代については｢日本鉱産

話｣･学術雑誌･各県の報告書など,既存の文献で

調べます.また鉱床の規模は生産統計を基に決め

ます.大変な時間と手間のかかる地道な仕事です.

(2)集まったデｰタの整理

収集された各鉱床の情報は,まずその位置が20

万分の1地勢図に赤丸で示され,鉱床名が記入さ

れます.そのほかの情報は一覧表に整理されます.

(3)分布図の原稿作成

まず,20万分の1地勢図から鉱物資源図の基に

なる地質図の上に,鉱床の位置が1つ1つ転記され

ます.次に上で述べた一覧表の情報に従って,各

地点ごとに円･三角･菱形などの記号が書き込ま

れ,色鉛筆で彩色されます.この原稿作成作業に

は細かい注意力と忍耐力が要求されます.

(4)製図･印刷

原稿は,当所地質情報センタｰの出版部門に送

られ,製図技術者によって製図され,印刷所に送

られます.製図や印刷の各段階では､製図が正確

に行われたか,活字に誤植はないか,記号や色に

誤りはないか,などの厳密な校正が繰り返されま

す.

2.3鉱物資源情報と資源図の近代化

鉱物資源図を作る手順は,上に述べたように鉱

床に関する情報収集から製図･印刷までの4段階

があります.すべての手順をコンピュｰタにまかせ

ることができれば一番楽であり,私達の存在理由も

小さなものになってしまうのですが,現在の段階で

はまだそうはいきません.

ではいったいどんなところが効率化･近代化で

きるのでしょうか.まず,鉱床に関する情報収集は

やはり経験豊かな研究者がじっくりと取り組むべき

仕事です.集まったデｰタの整理は,コンピュｰタ

の得意とするところ,市販の表計算ソフトを十分に

活用できる部分です.

分布図の下書きも,コンピュｰタにプロ･ソタやプ

リンタを組み合わせて活用できる分野でしょう､し

かし,複雑な分布図である鉱物資源図の作成に便

利なソフトは見あたりません.そこで作業内容に適

した独自のソフトの開発が必要です.

印刷も,現在は従来通りの方法で行っています.

しかし近い将来,コンピュｰタの画面上で作成した

図面を,必要に応じて大型のカラｰプリンタで印刷

して利用する方法へと変わるでしょう.

このような見通しの中で,パソコンを活用してい

かに鉱物資源図の作成を効率的にするか,鉱物資

源情報をいかにコンピュｰタ時代に対応したものに

していくかを考えました.

3｡鉱物資源情報ρ数値化

情報をコンピュｰタで扱うには,情報カし定の形

式にそろっていること,情報が数値化されているこ

とが大切です.鉱物資源情報を眺めてみると,次

のような重要な要素があることは既に述べました.

(1)鉱床の名称(2)所在地(3)位置(緯度･経度)
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図幅の一部.長い間の資料

収集の結果であり,これが位

置情報の基本となっている.

(4)資源の種類(5)鉱床の形態(6)鉱床のタイプ

(7)生成時代(8)規模

これらのうち,名称と所在地以外は規格化され

た数字又は記号で記述することができるので,コン

ピュｰタ処理に適したデｰタと言えるようです.た

だ従来の資料で問題なのは,鉱床の位置です.こ

れまでは地図上で扱ってきたために,数値化され

ていません.しかし位置が数値化されれば,鉱床

分布状態をプロッタで描いたり,これらをデｰタベ

ｰス化してパソコンの画面で表示させるなど,将来

多方面で利用する道が開けます.

我々の研究室では,文献に示された鉱床の位置

を,国土地理院発行の地形図(主に20万分の1､鉱

床密集地域では5万分の1)上にプロットして集積し

てきました(第2図).これら鉱床の緯度･経度を,

ディジタイザを用いて数値化することにし,そのため

のプログラムを自作しました.

数値化用プログラム(吉井,1992)では,デｰタ

の読み込みに用いる地形図は20万分の1以上の大

縮尺を基本にしました.ちなみに筆者らが用いたデ

ィジタイザはGraphtec製KD-5500(A3判)又はKD-

3320(A4判)です(写真1).プログラムの特徴ない

しは工夫した点は,

(A)国土地理院発行の2万5千分の1,5万分の1

及び20万分の1の各地形図を用いる場合には,縮

尺と地図の左下の緯度･経度を指定するだけで,

数値化すべき緯度･経度範囲が自動的に設定され

る.

(B)ファイルヘの書き込みは追記優先なので,同

名のファイルを指定しても,特に指示しない限り,

以前のデｰタが消される恐れはない.

(C)デｰタがテキスト形式のファイルに保存され

るので,あとからの編集が容易である.

(D)数値の区切り記号には,スペｰスやタブの

ほか任意の記号を指定でき､デｰタをExcelなどの

表計算ソフトに読み込める.

(E)入力の終了は,緯度･経度範囲の外に力一

ソルを置いて数値化操作をすればよい.

ディジタイザから出力されたデｰタの例は第1表

のとおりです.

この表の内容について説明を加えましょう.まず

項目のうちStはディジタキズ･スイッチの番号です.

すなわちディジタイズする1点ごとに任意のスイッチ

写真1ディジタイザの例.小型のディジタイザは比較約安

価であり,使い勝手も良い.
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策1表ディジタイザの出力デｰタの例.

Ho.St北緯東経北緯東経傲考

度分秒度分秒度度

㈶�����㌸㈶�������㉃���

26944462714410244.1071144.1670CL-01H在

∅

53402145141354340.3嗜25141.595311-101sands七〇ne

914020531斗13557壬0.3482141.599411-107si1tstone

�〴�������㈵������杣�牴

110401640141341440.2779141.5707CH18cher七

ホ

(0-3)を押し,デｰタを簡単に分類します.ここで1

を押すと,デｰタの後に空自行が作られ,デｰタの

区切りになります.

また表中の“*"記号は一連の作業が終了され

た際に自動的に記入されます.

各項目の区切り記号は,半角スペｰスのほかに,

コンマ､セミコロン,タブ,アットマｰクなど任意の記

号が指定できます.

緯度･経度の値は,鉱物資源デｰタベｰスでは

度分科を用いていますが,ほかの用途にも使える

ように度の実数値も出力されます.

数値化の原理は極めてシンプルなので,このプ

ログラムは分布図以外の多方面に応用できます.

例えば,

(A)当所では,野外で採取した多数の研究用岩

石･鉱物試料を地質標本館の標本として登録･保

存します.その際に採取位置の緯度･経度をポイ

ントマップから直接読み取り､表計算ソフトを用い

て登録手続きに必要な表を作ることができます(第

1表のNo.6,9,10,11).

(B)｢緯度･経度｣の概念から離れて直交座標系

として用いると,各種のグラフとして表示されたデ

ｰタを簡単に数値化することができます.変わった

ところでは,X線粉末回折パタｰンや,熱分析

(T.G-D.T.A)パタｰンの数値化にも利用され,分

析値の補正作業などに威力を発揮しています.

また一般的には,既に棒グラフや折れ線グラフ

で表されているデｰタの数値化などに広く応用で

きそうです.

4,鉱物資源デｰタの整理

従来,鉱物資源図の作成にあたっては､表示す

る鉱床の作図に必要な情報を表にし,それを見な

がら地図上に鉱床を手作業でプロットしていまし

た.

これに対して新しい方法では,情報をパソコン

で処理し,プロッタで作図し易いように適宜記号化

して､1つの鉱床を1行で記述することにしていま

す.デｰタの入力作業はLotus1-2-3やExcelなどの

表計算ソフト又はワｰプロソフトやエディタを用い

て,能率的に行い,テキストファイルに保存すること

にしました.

第2表にデｰタの例を示しました.デｰタの最初

には,*1一一一一*2_の書式をした｢ルｰラｰ行｣を記述

することにしました.アステリスク(★)が各項目の先

頭位置を示しており,コンピュｰタはルｰラｰ行を

読み,各項目の配列を認識してデｰタを読み込ん

でいくわけです.

なお鉱種は各行最後尾の｢鉱種と規模｣の項で

鉱種と規模を一緒に記述できるようにしました.

記号化された情報項目とその記号の意味は次の

とおりです.

(4)資源の種類

Au:金Ag:銀Cr:クロムCu:銅Fe:鉄

Hg:水銀Mn:マンガンMo:モリブデン

Ni:ニッケルPb:鉛Sb:アンチモンTi:チタン

W:タングステンZn:亜鉛1Ab:石綿Ba:重晶石

Bn:ベントナイトC:黒鉛Cl:粘土Da:珪藻土

Do:ドロマイトF1:蛍石Gy:石膏Ka:カオリン

Ls:石灰石Pe:パｰライトPo:陶石Pp:ろう石

第2表鉱床デｰタの書式.各項目の記号については,本文を参照のこと.

(VP:JPH-200.PEN:B4E:脳191910)

u水の鉱物資瀬分布図:i:2,O00,OOO…210鉱山(十補足78鉱111)]

旧｡･Ho･鳳名鉱床名HineNa皿e北納奥縦形態クイブ年代規模鉱椰■規模

*1一一#2一一一ホ3一一一一一一*4一一一一一…一*5一一…一一一一一一‡6一一一一一一#7一一一一一一一‡8一‡9一‡10一汕一刈2一一…一一一一一

11北海道本州1Motokura4441061422820VHV7SPB-SS

22北海道珊踊Sanru4423051423843VHD7SAu-S

33北海道ド川Shimka冊a4413251424134BST4問Cu-S

壬4北海道Ryushod偉n側846正43王925VHV7SHG-S

55北海道沼ノ上皿um固noue4410皇2王432603VHD7S^O-S

66北海道鴻ノ舞K㎝㎝a14408001星32正OoVHV7HAU-H^G-H

-6.1北海道榊一Tokor04348151433735VHV7SS冊一SS

-6･2北海道北見Kitami4357171432415VllV7SSCu-SS
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第3表鉱種別の規模区分.

�����卓�

�������匀

蜘横�◎�◎�◎�◎�蝿槻��

鉱唖��鉱緬�0�◎�◎�◎�◎

1■盃■属Het三1��Da1碓藻上��1Ht10�kt1�kt1kt�

^u:金�1OOt50七10t1t�DO:ドロマイト���100}lt1㎝t附100kt��

^屠:銀�舳t2.5吐tO.5ktO.1kt�C:黒鉛���1Ht1OOkt1Okt雌��

Cr:クロム(Cr.O=1)�1OOOkt丘OOkt1Okt1kt�Fd:影石���1O冊2.5Ht1肚250肚��

Cu1銅�1OOOkt1OOkt1Oktlkt�FI1蛍石���5冊O.5附50kt5kt��

F回:鋏�100冊IOHt1Ht1OOkt�日1:喬･厨���1O㎝t1O肚1靴100kt��

H匿:水銀�17kt1.7ktO.34kt34ヒ�旺a:カオリン���1㎝t1Ht1OOkt1Okt��

Hn:マンガン(40泌㎞�10}ltult工OOkt1Okt�LS:石灰伺���500Ht1O㎝t50冊I眺��

Ho:モリブデン�500kセ5眺t5ktO.5kt�Pe:パｰライト���100冊10Ht1雌100kも��

Hi:ニッケル�500kt250ヒt25kセ3kt�Ps:陶石���10Ht1肚100kt1Okt��

Pb:鉛�1000kt1OOkt1Okt止kt�PP:ろう石���10服州t1OOktiO屹t��

Sb:アンチモン�50ktlOkt5ktO,5kt�py1硫化鉄���2㎝it2舵200kt20kt��

Ti:チタン(Ti02)�10Ht工Ht1OO止t1Okt�S:硫黄���1OHtH化100kt1Okt��

刊=タングステン�10kt1ktO.5ktO.1kt�Si:雌覆���25Ht1冊100kt1Okt��

Zn:剛1鉛�1000kt1OOkt1Okt1kt�Ss:蟻砂�����

■■■一1一非金属刷㎝一皿6t乱脾�����25附王HtIOOktIOkt��

��Tc:滑石���10Ht1Ht工00kt丘Okt��

^b:石綿�10HtHlt1OOkt1Okt������

田a峨晶石��zelゼオライトｰ�����

�5附500kt50kt5kt����100Ht!㎝t皿1t1OOkt��

��kt筥千トン�����

田n:ベントナイト�5肚500kt50kt5kt�Ht=百万トン�����

C11粘土�50Ht5附500止t50虫t�{硫鎮以外は精鉱斑�����

Py:硫化鉄S:硫黄Si:珪石Ss:珪砂Tc:滑石

Ze:ゼオライト

(5)鉱床の形態

V:鉱脈形I:不規則形M:塊状B:層状U:不明

(6)鉱床のタイプ

0:正マグマ鉱床G:グライゼン･ペグマタイト

C:スカルン(接触鉱床)Hy:熱水鉱脈鉱床

HD:交代･鉱染鉱床SB:昇華鉱床

ST:層状鉱床･火山性塊状硫化物鉱床

(黒鉱や別子型を含む)

SD:堆積･火山性堆積鉱床W:風化鉱床

M:変成鉱床U:不明

(7)生成時代

1:先カンブリア紀

2:カンブリア紀～デボン紀中期

3:デボン紀後期～三畳紀初期

4:三畳紀中期一ジュラ紀

5:自亜紀6:白亜紀後期一始新世

7:漸新世～鮮新世8:第四紀

(8)鉱床の規模

500万分の1｢日本及び近隣地域鉱物資源図｣の

ような小縮尺の図では,鉱床の規模はL(大規模),

M(中規模),S(小規模)の3段階に区分されて表

示されています.

今回発行を開始した50万分の1鉱物資源図で

は,もう少し詳しく表示するために,L(大規模)､

ML(やや大規模),M(中規模),S(小規模),SS

(極小規模)の5段階に区分し,5段階区分のMと

MLが3段階区分のMに相当するようになっていま

す.第3表に示すように,規模の区分の基準は鉱物

の種類ごとに異なっています.

5.まとめ

今回は,鉱床分布図作成のために長期間にわた

って集積されてきた鉱床の位置情報をディジタイザ

を用いて数値化し.その他の情報とあわせ､鉱物

資源図を作成するための表形式デｰタを作成する

まで手順についてお話ししました.

次回では,作成したデｰタとプロッタを使って､

分布図を作成する手順についてお話ししましょう.

(つづく)
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